
救急システムの研究などの実績を活かして、都市に存在する様々なシステムの効率化・適正化に向け

て、実際のデータに基づいた分析や改善方法の検討を、現場の方と一緒にすすめたいと思います。また、

最初に紹介したようにORは対象とする問題を選びません。これまでに、消防関係者のみでなく、病院、

商業店舗、通信など様々な分野の人と問題解決を試みてきました。それらの経験を活かして、現在抱え

ている問題の数理的なアプローチによる解決のお手伝いができるかと思います。

数理的なアプローチによる問題解決
ー 都市における諸問題を中心として ー

キーワード オペレーションズ・リサーチ/ 数理最適化/ シミュレーション/ 公共サービス/

研究成果をどのように活用し、どのような貢献ができるか
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私の専門分野はオペレーションズ・リサーチ（以降、OR）といいます。ORは、科学的な意思決定を

支援するために、「問題解決における様々な制約の中で、最適な行動・戦略を見つけるための数理的な

道具・方法を追究する学問」です。様々な分野・問題を対象とするORですが、私が主に対象としてい

るのは「都市空間」です。

具体的な研究対象の1つは、救急システムの効率化です。複数の都市の救急出場データを統計的な手

法などを用いて、どのような場所に救急呼び出しが集中しているか、どのような場所で現場到着時間が

長くなっているか、などの現状を詳細に分析・評価し、現在のシステムを数理モデルで記述します。ま

た、それらを用いて、救急車の配置場所を変更したらどのような変化が起きるかをシミュレーションし

たり、より良い配置を求めるための最適化問題やその解法を考えたりしています。そして得られた結果

を詳細に分析することで、モデルに不自然なところはないか、改善できないかなどをさらに検討します。

このような分析や検討を現場の諸問題を考慮・反映しながら、実際の意思決定に役立つことを目指して

います。

https://researchmap.jp/takef

研究業績等HP

連絡先E-mail

○救急車が現着するまでに実際に要した
時間と距離の分布

○何番目に近い救急車が対応したか
（対応中の場合があるので最寄りの
救急車が来るとは限らない） ○実際の道路網データを

使った分析
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